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県連合会通常総会開催・商工春秋
石澤会長全国連会長退任慰労会開催・ 県商工同友会通常総会開催
おしえてプロの視点・働き方改革推進支援センター
イベント情報・専門家派遣事業
きときとトピックス
富山県事業引継ぎ支援センター・とやま中小企業人材育成カレッジ　受講生募集中！
ひかる技術かがやき企業！「事業承継　理容中浜」
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発行日 ● 平成30年６月１日（毎月１回１日発行） 
定　価 ● 一部50円
　　　　　  （商工会員にあっては購読料は会費に含まれています）

発　行 ● 富山県商工会連合会（責任者／石澤義文）
　　　　　　〒930-0855　富山市赤江町1-7
　　　　　　TEL076-441-2716　FAX076-433-8031
　　　　　　URL http://www.shokoren-toyama.or.jp  

　地パンでは、立山町産のお米を使ったパンを企
画販売している。立山町の街並みに馴染む瀟洒な
作りの店内では、バラエティ豊かな米粉パンの美
味しそうな匂いがする。売られている米粉パンは水
分量が多く、もっちりとした食感に仕上がっている。
パンを買い求めるお客さんで店内は連日大盛況
だ。代表の森 純子さんは「試行錯誤して美味しい
パンを作っている。しっかり食べて、健康に生きるの
が１番の幸せ。米粉パンを通して、立山町の新しい
魅力を発信したい。」と楽しそうに語ってくれた。
住所：富山県中新川郡立山町五百石100-3
　　　まちなかファーム内　　TEL.076-463-2820
営業時間 : 10:30-14:30　水曜・日曜定休
みどころ：町産のお米を使った米粉パンを多数展
開。施設内ではパンの販売他、喫茶コーナー、交流
スペースが設けられている。

ふるさと探訪 ニューツーリズム

米粉ぱん専門ベーカリー
地パン　The PAN

シリーズ
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商工
春秋

▽
ハ
イ
・
コ
ン
テ
ク

ス
ト
・
カ
ル
チ
ャ
ー

（
高
文
脈
文
化
）
と

ロ
ー
・
コ
ン
テ
ク
ス

ト
・
カ
ル
チ
ャ
ー
（
低
文

脈
文
化
）
と
い
う
言
葉

が
あ
る
。
前
者
は
日
本
・
ア
ジ
ア

系
の
カ
ル
チ
ャ
ー
で
あ
り
、
言

葉
以
外
の
、
場
面
・
状
況
・
文

脈
も
情
報
を
伝
達
す
る
。“
あ
う

ん
”
の
呼
吸
、“
場
の
空
気
”“
気

配
り
”
な
ど
で
、
意
思
が
伝
わ
っ

て
い
く
。後
者
は
欧
米
系
で
あ
り
、

伝
達
す
る
情
報
は
言
葉
の
中
で

す
べ
て
提
示
す
る
必
要
が
あ
る
。

▽
観
光
立
国
政
策
も
あ
り
、
増
加

す
る
外
国
人
観
光
客
を
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
活
か
し
た

い
と
こ
ろ
だ
。
し
か
し
、
自
分

た
ち
が
わ
か
っ
て
い
る
か
ら
相

手
も
わ
か
る
だ
ろ
う
的
な
考
え

で
は
、
関
心
を
引
く
段
階
で
ア

ウ
ト
だ
。
例
え
ば
輪
島
塗
を
底

に
あ
し
ら
っ
た
ガ
ラ
ス
の
カ
ッ

プ
。
地
元
で
は
、
輪
島
塗
は
高

価
だ
が
価
値
が
あ
る
と
い
う
の

は
い
わ
ず
も
が
な
。
だ
が
、
特

に
欧
米
系
の
外
国
人
に
は
そ
の

価
格
に
見
合
っ
た
価
値
が
伝
わ

り
に
く
い
。
そ
れ
が
、
多
く
の

工
程
と
時
間
を
か
け
て
つ
く
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
輪
島

塗
は
伝
統
と
年
月
に
育
ま
れ
た

日
本
美
を
代
表
す
る
工
芸
で
あ

る
こ
と
、
な
ど
を
丁
寧
で
ス
ト
ー

リ
ー
性
の
あ
る
掲
示
や
説
明
書

で
、
伝
え
る
必
要
が
あ
る
。「
あ

い
ま
い
な
日
本
の
私
」
で
は
価

値
は
伝
わ
ら
な
い
。
き
ち
ん
と

言
語
で
伝
え
る
こ
と
が
大
事
だ
。

　
五
月
二
十
五
日
、
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
テ
ラ
ス
富
山
に
お
い
て
県
下

十
二
商
工
会
長
等
の
出
席
の
も
と
開
催
さ
れ
、
任
期
満
了
に
伴
う
役

員
改
選
で
は
、
石
澤
義
文
会
長
（
高
岡
市
商
工
会
）
を
再
任
す
る
と

と
も
に
、
副
会
長
に
、
串
田
伸
男
（
射
水
市
商
工
会
）、
藤
井
裕
久
（
富

山
市
南
商
工
会
）
の
両
氏
を
選
任
し
た
。
任
期
は
平
成
三
十
二
年
度

ま
で
の
三
年
間
。

　

開
会
に
あ
た
り
石
澤
会
長
は
、

「
国
や
富
山
県
の
商
工
業
施
策
に

呼
応
し
、
事
業
承
継
や
農
商
工
連

携
等
に
真
摯
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
商
工
会
自
ら
の
組
織
力
の
強

化
と
伴
走
型
支
援
に
よ
る
、
徹
底

し
た
会
員
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
、

邁
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

挨
拶
。

　

続
い
て
議
長
に
、
飯
田
良
榮

庄
川
町
商
工
会
長
を
選
出
し
て

議
案
審
議
に
入
り
、
一
般
会
計

及
び
特
別
会
計
の
平
成
二
十
九

年
度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決

算
承
認
の
件
な
ど
七
議
案
が
原

案
ど
お
り
承
認
決
定
さ
れ
る
と

と
も
に
、
任
期
満
了
に
伴
う
役

員
改
選
も
行
わ
れ
た
。

　

こ
の
後
、
来
賓
の
石
井
隆
一
富

山
県
知
事
、
並
び
に
高
野
行
雄
県

議
会
議
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
が

あ
っ
た
。

　

ま
た
、
総
会
の
席
上
、
共
済

部
門
で
目
標
を
達
成
し
た
商
工

会
に
連
合
会
長
表
彰
、
職
員
の

優
れ
た
経
営
支
援
事
例
・
業
務

改
善
事
例
に
連
合
会
長
奨
励
賞

が
贈
ら
れ
た
。

【
県
連
合
会
長
表
彰
】

▼
商
工
貯
蓄
共
済
の
部

　

・
高
岡
市
商
工
会

▼
会
員
福
祉
共
済
「
生
命
」
保
障

　

の
部

　

・
南
砺
市
商
工
会

【
県
連
合
会
長
奨
励
賞
】

▼
経
営
支
援
事
例

　

・
稲
塚　

育
子
（
南
砺
市
）

　

・
小
川　

茂
之
（
富
山
市
八
尾
山
田
）

▼
業
務
改
善
事
例

　

・
中
島　

一
惠
（
高
岡
市
）

【
新
役
員
】	

（
敬
称
略
）

会
　
　
長

石
澤　

義
文

（
高
岡
市
）

副 

会 

長

串
田　

伸
男

（
射
水
市
）

藤
井　

裕
久

（
富
山
市
南
）

専
務
理
事

上
野　

和
博

（
県
連
合
会
）

理
　
　
事

大
井　

裕
久

（
朝
日
町
）

藤
井　
　

開

（
入
善
町
）

坂
井　

穂
悦

（
上
市
町
）

吉
川　

毅
一

（
立
山
舟
橋
）

若
井　

英
忠

（
富
山
市
南
）

井
山　

泰
樹

（
富
山
市
八
尾
山
田
）

田
畑　

宏
継

（
富
山
市
北
）

上
田　

久
之

（
高
岡
市
）

新
明　

政
夫

（
小
矢
部
市
）

飯
田　

良
榮

（
庄
川
町
）

川
合　

声
一

（
南
砺
市
）

細
川　

和
子

（
上
市
町
）

石
本
慎
太
郎

（
県
青
年
部
連
）

徳
永
た
つ
子

（
県
女
性
部
連
）

松
坂　
　

稔

（
県
商
工
同
友
会
）

監
　
　
事

林　
　

説
則

（
小
矢
部
市
）

河
邊　
　

淳

（
富
山
市
八
尾
山
田
）

副会長
藤 井 裕 久 氏
（富山市南・ ）

会　長
石 澤 義 文 氏
（高岡市・ ）

副会長
串 田 伸 男 氏
（射水市・ ）

県
商
工
会
連
合
会
「
平
成
三
十
年
度
通
常
総
会
」
開
催

県
商
工
会
連
合
会
「
平
成
三
十
年
度
通
常
総
会
」
開
催

石
澤
義
文
会
長
再
任

副
会
長
に
串
田
伸
男

、
藤
井
裕
久

の
両
氏
を
選
任
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石
澤
会
長
全
国
連
会
長

退
任
慰
労
会
が
開
催
さ
れ
る
！

石
澤
会
長
全
国
連
会
長

退
任
慰
労
会
が
開
催
さ
れ
る
！

　
通
常
総
会
終
了
後
、
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
テ
ラ
ス
富
山
に
お
い
て
、
本
年
五

月
三
十
一
日
を
も
っ
て
全
国
商
工
会
連
合
会
長
を
退
任
す
る
こ
と
と
な
っ

た
、
石
澤
義
文
県
商
工
会
連
合
会
長
の
退
任
慰
労
会
を
開
催
し
た
。

　

石
澤
会
長
は
平
成
二
十
一
年
六

月
一
日
か
ら
三
期
、
九
年
に
わ
た

り
全
国
商
工
会
連
合
会
長
を
務
め

た
。

　

全
国
連
会
長
就
任
に
あ
た
り
、

商
工
会
が
五
十
年
前
の
設
立
の
原

点
に
立
ち
返
り
、
会
員
に
信
頼
さ

れ
、
地
域
か
ら
期
待
さ
れ
、
か
つ

評
価
さ
れ
る
存
在
で
あ
り
続
け
る

た
め
の
行
動
を
組
織
の
総
力
を
あ

げ
て
展
開
す
べ
き
で
あ
る
と
の
所

信
表
明
か
ら
、
全
国
統
一
ス
ロ
ー

ガ
ン
『
商
工
会
は
行
き
ま
す　

聞

き
ま
す　

提
案
し
ま
す
』
が
生
ま

れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
平
成
二
十
六
年
六
月

に
商
工
会
の
長
年
の
悲
願
で
あ
っ

た
「
小
規
模
企
業
振
興
基
本
法
」

が
成
立
し
た
。
こ
の
よ
う
な
、
こ

れ
ま
で
の
実
績
が
認
め
ら
れ
、
翌

年
の
役
員
改
選
で
は
異

例
の
三
期
目
の
再
任
と

な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

慰
労
会
に
は
、
森
義

久
全
国
連
副
会
長
（
鹿

児
島
県
連
会
長
）
が
石

澤
会
長
の
功
績
を
紹
介

し
、
石
井
隆
一
富
山
県

知
事
の
乾
杯
の
発
声
に

よ
り
慰
労
会
が
進
め
ら

れ
た
。

　

慰
労
会
に
は
県
内
の

商
工
会
正
副
会
長
・
事

務
局
長
、
中
小
・
小
規

模
企
業
支
援
機
関
の
代

表
者
等
が
出
席
し
た
。

　

県
商
工
同
友
会
（
松
坂
稔
会
長
）

は
五
月
十
日
、
中
小
企
業
研
修
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
平
成
三
十
年

度
通
常
総
会
を
開
催
し
た
。
同
総

会
に
は
県
下
十
六
商
工
同
友
会
よ

り
会
員
約
百
名
が
出
席
し
、
来
賓

に
宮
本
周
司
参
議
院
議
員
、
柿
沢

昌
宏
商
工
労
働
部
次
長
ら
を
迎
え

開
か
れ
た
。

　

松
坂
会
長
は
「
今
年
度
、
富
山

県
商
工
同
友
会
は
結
成
四
十
周
年

を
迎
え
る
。
記
念
事
業
を
通
じ
て

こ
れ
ま
で
以
上
に
地
域
活
性
化
の

提
言
や
会
員
企
業
の
交
流
を
図
る

機
会
を
設
け
る
な
ど
積
極
的
な
活

動
で
皆
様
の
期
待
に
応
え
、
更
な

る
発
展
を
図
り
た
い
。」
と
挨
拶
。

　

そ
の
後
、
森
勇
一
氏
（
射
水
市

商
工
同
友
会
長
）
を
議
長
に
議
案

審
議
に
入
り
、
平
成
二
十
九
年
度

事
業
報
告
な
ら
び
に
収
支
決
算
承

認
の
件
や
平
成
三
十
年
度
事
業
計

画
（
案
）
同
収
支
予
算
書
（
案
）

決
定
の
件
、
記
念
事
業
特
別
会
計

収
支
予
算
書
（
案
）
決
定
の
件
な

ど
原
案
ど
お
り
承
認
決
定
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員

改
選
に
つ
い
て
は
、
審
議
の
結
果
、

松
坂
会
長
が
再
任
さ
れ
た
。

　

総
会
後
、
宮
本
周
司
参
議
院
議

員
、
中
小
企
業
庁
事
業
環
境
部
の

菊
川
人
吾
財
務
課
長
を
講
師
に
迎

え
「
地
域
を
元
気
に
！
小
規
模
企

業
の
未
来
を
創
る
！
」
と
題
し
て

の
講
演
が
行
わ
れ
た
。
小
規
模
企

業
施
策
や
事
業
承
継
税
制
等
の
活

用
に
つ
い
て
大
変
分
か
り
易
く
、

会
員
に
好
評
で
あ
っ
た
。

　

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
に

よ
り
選
任
さ
れ
た
役
員
は
次
の
通

り
。

▽
会
長　

　

松
坂　
　

稔（
再
）（
射
水
市
）

▽
副
会
長

　

中
田　

克
宣（
再
）（
上
市
町
）

　

武
内　
　

清（
再
）（
富
山
市
八
尾
山
田
）

　

野
村　
　

守（
再
）（
南
砺
市
）

▽
監
事

　

森
元　

俊
二（
再
）（
大
山
）

　

上
島　
　

彰（
再
）（
庄
川
町
）

役員改選により
再任された
松坂稔会長

講演する
宮本周司
参議院議員

県
商
工
同
友
会 

通
常
総
会

県
商
工
同
友
会 

通
常
総
会

松
坂
会
長
再
任
さ
れ
る

功績紹介する森義久全国連副会長
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働
き
方
改
革
が
叫
ば
れ
る
中
、人
手
不
足
時
代
へ
の
対
応
に
向
け
て
！

お
し
え
て
プ
ロ
の
視
点

●
第
一
回
…
現
状
（
雇
用
状
況
）
を
確

認
し
て
み
よ
う
！

　
～
時
流
の
変
化
を
認
識
し
よ
う
～

　

ま
ず
、
最
初
に
直
近
の
「
雇
用
関

係
統
計
数
字
」（
平
成
30
年
３
月
分　

富
山
労
働
局
発
表　

等
）
を
確
認
し

て
み
よ
う
！

 

・
完
全
失
業
率（
％
）…
…
…
2.5（
％
）

（
全　

国　

平
成
30
年
３
月
）

 

・
新
規
求
職
者
数（
人
）…
…

4,241（
人
）

（
富
山
県　

平
成
30
年
３
月
）

 

・
新
規
求
職
者
中
在
職
者
割
合
（
％
）

 　
　
　

……
…
…
…
…
…
…
41.8
（
％
）

（
富
山
県　

平
成
30
年
３
月
）

と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
雇
用
関
係
統

計
数
字
的
に
は
、
一
応
、
景
気
の
持

続
を
示
し
て
い
ま
す
。

＊
求
職
者
に
変
化
！

　

こ
れ
ら
の
数
字
の
中
で
、
企
業
経
営

的
に
は
、“
求
職
者
割
合
（
％
）”
を
注

視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま

す
。
日
本
で
“
三
種
の
神
器
”
と
言
わ

れ
た
「
終
身
雇
用
」
的
考
え
方
か
ら

は
想
像
が
つ
か
な
く
な
っ
て
い
る
の
で

す
。
即
ち
、
若
年
者
を
中
心
に
在
職
者

が
、
よ
り
良
い
雇
用
条
件
（
年
収
、
月

例
賃
金
、
休
日
数　

等
）
を
求
め
て
、

在
職
中
（
雇
用
終
了
確
定
前
）
で
あ
っ

て
も
、
四
割
強
が
「
求
職
活
動
」
を
し

て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
以
前

（
デ
フ
レ
期
以
前
）
の
求
職
者
と
は
様

変
わ
り
し
て
い
る
の
で
す
。

＊
現
代
は
「
社
員
が
退
職
し
な
い
企
業
」

が
求
め
ら
れ
る
！

　

平
成
の
初
め
頃
に
岐
阜
県
の
未
来

工
業
株
式
会
社
の
社
長
が
富
山
で
講

演
さ
れ
た
時
「
我
社
の
自
慢
は
社
員

が
退
職
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
賃
金

は
、
決
し
て
高
く
は
な
い
が
、
休
日

数
を
多
く
と
り
、“
自
由
と
規
律
”
の

観
点
か
ら
制
服
を
私
服
に
す
る
と
と

も
に
責
任
感
を
醸
成
し
て
、
生
産
性

と
利
益
率
を
た
か
め
て
い
る
。」
と
胸

を
張
っ
て
語
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
思

い
出
さ
れ
ま
す
。
因
み
に
、
そ
の
講

演
後
、
数
回
企
業
訪
問
し
て
実
態
を

確
認
し
て
き
ま
し
た
。

＊
正
式（
？
）に
二
重
就
業
が
解
禁
！

　

今
年
早
春
よ
り
正
式
（
？
）
に
二
重

就
業
が
解
禁
さ
れ
ま
し
た
。
国
の
「
モ

デ
ル
就
業
規
則
」
も
変
更
に
な
り
ま
し

た
こ
と
は
御
承
知
の
と
お
り
で
す
。
今

迄
は
、　

・
企
業
へ
の
忠
誠
心　

・
企
業

利
益
へ
の
貢
献　

・
企
業
の
職
務
機
密

保
持　

・
通
勤
労
災
適
用
等
の
観
点
か

ら
、通
常
、企
業
は
「
就
業
規
則
」
で
“
二

重
就
業
禁
止
”
条
文
を
設
け
て
い
ま
し

た
。「
働
き
方
改
革
」
の
一
環
に
よ
る
と

は
言
え
、こ
れ
か
ら
、経
営
者
に
は
、「
労

働
契
約
」
に
つ
い
て
、「
労
使
対
等
の
原

則
」
に
鑑
み
、「
労
働
条
件
通
知
書
」
を

作
成・配
布
す
る
の
み
な
ら
ず
、常
時“
相

互
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
”
を
図
り
な

が
ら
、「
働
い
た
時
間
分
の
賃
金
を
支
払

う
」
か
ら
「
働
い
て
企
業
に
貢
献
し
て

戴
い
た
賃
金
を
支
払
う
」
と
の
考
え
方

に
基
づ
く
雇
用
管
理
が
求
め
ら
れ
る
と

考
え
ま
す
。
こ
こ
数
年
、
確
実
に
昇
給

（
最
低
賃
金
）が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

月
収
・
年
収
ベ
ー
ス
で
は
、
停
滞
基
調

に
あ
り
、
個
人
消
費
が
低
調
で
物
価
上

昇
が
二
％
に
届
か
な
い
要
因
に
な
っ
て

い
る
と
考
え
ま
す
。

　

な
お
、
参
考
に
総
務
省
発
表
の
「
家

計
消
費
支
出
デ
ー
タ（
円
）」
を
次
に
示

し
ま
す
。
景
気
動
向
を
検
討
下
さ
い
。

全世帯
家計消費支出

勤労者世帯
家計消費支出

（名目 1 カ月） （名目 1 カ月）
全国 北陸 全国 北陸

・2014 年 291,194 320,197 318,755 356,620
・2015 年 287,373 301,755 315,379 336,627
・2016 年 282,188 296,132 309,591 320,672
・2017 年 283,027 285,283 313,057 314,199
2017/2014 0.972 0.891 0.982 0.881

（1.000 0.917 1.000 0.897）

以　
　

上

社会保険労務士・行政書士・
キャリアコンサルタント
富山県よろず支援拠点

プロフィール
石油化学会社、医薬品
会社研究所勤務を経て、
藤井事務所として、社
会保険労務士並びに行
政書士事務所を開業。
労務管理・人材活用・
能力開発・キャリアコ
ンサル業務等において
四半世紀に渡り、各種
セミナー、大学等の講
師を受託するとともに
企業支援に携わってき
た。

藤井　正博

第
１
回

　県商工会連合会では、県下商工会地区の小規模企業者等の金融に関する実態や動向を把握し、小規模企業金融の円滑化の促進を目
標に、金融実態調査を毎年実施しています。
　営業状況や金融機関との取引状況など、平成 30年７月２日現在の状況について回答していただきます。各商工会の経営指導員よ
り調査の依頼がありましたらご協力お願いいたします。

○「働き方改革推進支援センター富山」について
設置場所：富山市千歳町 1-6-18 河口ビル２階（富山県社会保険労務士会内）　※ 富山県社会保険労務士会が富山労働局の委託事業として実施
電話番号：076-431-3730　　メールアドレス：hatarakikata@sr-toyama.jp　　開設時間：9：00 ～ 17：00（土・日・祝日を除く）

○「働き方改革推進支援センター富山」における相談内容
　「働き方改革推進支援センター富山」においては働き方改革全般について、様々な相談を受け付けています。
　例えば、次のような内容に関する技術的な相談対応など総合的な支援を行っています。

・残業を減らしたい　・非正規の方の待遇をよくしたい　・賃金引上げに活用できる国の支援制度を知りたい
・人手不足に対応するため、どのようにしたらよいか教えてほしい。　・助成金を利用したいが利用できる助成金が分からない

　また、より幅広い支援が行えるよう、中小企業庁が事業を行う「よろず支援拠点」や独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構の「生
産性向上人材育成支援センター」等と連携することとしています。

○「働き方改革推進支援センター富山」における支援内容	
①電話・メール、来所による非正規雇用労働者の処遇改善や労働時間管理のノウハウ、賃金制度等の見直しなど、労務管理に関する相談に応じます。
②労務管理、企業経営等の専門家が企業を個別訪問し、就業規則等の見直し、労働時間短縮、賃金引上げに向けた生産性向上に関するコン

サルティングを行います。
③商工会等と連携した出張相談会の実施や、働き方改革に関するセミナーを開催します。

問い合わせ先：富山労働局雇用環境・均等室　ＴＥＬ076‐432‐2740

金融実態調査にご協力お願いいたします！金融実態調査にご協力お願いいたします！

「働き方改革推進支援センター富山」を開設しました！ ～中小企業・小規模事業者の方々が抱える
様々な課題に無料で対応します～「働き方改革推進支援センター富山」を開設しました！
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戸出七夕まつり 7/3（火）～7/7（土） 戸出七夕まつり実行委員会 0766-63-0792
らっきょう体験堀りフェア 7/7（土） らっきょう体験堀りフェア実行委員会 076-467-1963
阿曾の市 7/14（土） 小矢部市商工会津沢支所 0766-61-2356
なりひら風の市 7/14（土） 富山市八尾山田商工会 076-455-3181
風の盆ステージ・町なかミニツアー 7/14（土）・7/28（土） 越中八尾観光協会 076-454-5138
第 63回福光ねつおくり七夕祭り 7/26（木）～7/29（日） 福光ねつおくり七夕祭り実行委員会 0763-52-2038
第 63回立山まつり 7/28（土） 立山まつり実行委員会 076-463-1221
東町・西町納涼祭 7/28（土） 八尾町東町・西町商工振興会 076-455-3181
メルヘンおやべ源平火牛まつり 7/28（土） 源平火牛まつり実行委員会 0766-67-1760

いなみ太子伝観光祭2018 7/28（土）～7/29（日）＜27日前夜祭＞ いなみ太子伝観光祭実行委員会 0763-82-0184

水橋橋まつり 7/28（土）～7/29（日） 水橋橋まつり協議会 076-478-0380

納涼あさひまつり2018 7/28（土）～7/29（日） 朝日町商工会 0765-83-2280

ＷａＧｏ！だらまつり2018 7/29（日） 富山市北商工会和合支所 076-435-0182
ふれあい青空市「やまだの案山子」 7月（月・火・水・土・日・祝） ふれあい青空市「やまだの案山子」運営委員会 076-457-2333
第 47回おおやま佐々成政戦国時代祭り 7/29（日）〈予定〉 おおやま佐々成政戦国時代祭り実行委員会 076-483-1420

イベント名 開催日 お問合せ先

専門家を活用して将来を見据え早めの対策を！

　プロフェッショナルな 160名を超える専門家登録中！中小・小規模事業者の皆様を支援するために様々な
専門家派遣制度がありますのでご活用ください。詳しくは、最寄りの商工会にご相談ください。

平成 30年度に活用できる専門家派遣制度
専門家派遣制度 内　　容 対象者・派遣回数

エキスパートバンク
専門的な技術や技能について事業者の要請に応じて
専門家を派遣し、具体的、実践的な課題に対して適切
な指導・助言を行います。

対象：小規模事業者等
派遣回数：３回まで。
※１回目は無料。２回目以降３回目まで各１万円程度の負担

街おこし指導事業
組織・団体の強化、経営の近代化等経営意欲のある中小
小売商業者等の団体を指導対象とし、特に各種商業関係
助成事業を実施している地域へ専門家派遣致します。

対象：団体等複数企業
派遣回数：５回まで無料。

特産品クリニック事業
特産品のクリニックでは、商品改良やパッケージデザ
イン等の改良などを行い、消費者ニーズに合った特産
品づくりを進めるに当たり専門家を派遣致します。

対象：小規模事業者等
派遣回数：３回まで無料

特産品等海外展開支援事業
特産品などの自社開発商品を海外において販売・生産
することを検討している小規模事業者等の海外展開
に関する課題に対応するため専門家を派遣します。

対象：小規模事業者等
派遣回数：３回まで無料。

※上記の他、ミラサポや平成 30年度消費税軽減税率対応窓口相談専門家派遣もあります。

専門家派遣事業専門家派遣事業
専門家を活用して将来を見据え早めの対策を！専門家を活用して将来を見据え早めの対策を！専門家を活用して将来を見据え早めの対策を！
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スマートものづくり人材育成研修（スタートアップコース）
若年技能者向け講習会開催のご案内

外国人技能実習生向け技能向上講習のご案内

　県では、若手技能者等の積極性の喚起や技能者のキャリアに
応じた段階的なスキルアップを図るために、「スマートものづ
くり人材育成研修」を実施します。
　第１弾として、ものづくり企業の若手技能者等を対象に、企
業経営者による講話をはじめとして、ものづくり現場の技能者
が持つべき基本スキル、創意工夫のための思考等を学ぶととも
に若手技能者を牽引するリーダーの育成を図る「スタートアッ
プコース」を開催します。
【内容・期間・場所】
①ものづくり基本スキル編
○内容：ものづくり企業経営者講話、企業見学、５Ｓの進

め方、ＰＤＣＡの回し方、創意工夫のための創造
的思考、コミュニケーションスキルなど

○期間：７月2日（月）、3日（火）、17日（火）の３日間（予定）
○場所：富山市内

②若手現場リーダー編
○内容：若手リーダーとしての役割、コミュニケーションス

キル、リーダーシップ、自律的な思考・行動特性、仕
事への熱意の醸成など

○期間：７月23 日（月）、7月24 日（火）、8月27 日（月）の
３日間（予定）

○場所：富山市内
【対象者・定員】
○対象：県内のものづくり企業の若手技能者等

（所属企業からの推薦が必要）
○定員：15名

【参加申込期間・方法】
平成30年 6月 18日応募締め切り。詳細は、県労働政策課
ＨＰ等でご案内します。

　優秀な外国人技能実習生の育成を支援するため技能検定３級
及び２級資格取得のための技能向上講習を実施します。
・対　　象：外国人技能実習生及び技能実習生への指導を行

う技能実習指導員
・実施予定：３級、２級あわせて35コース
・受講期間：３級：１日間（６時間／日）

２級：３日間（６時間／日）
・定　　員：５名／コース
※実施職種など、詳細は下記までお問い合わせください。

外国人技能実習制度の適正活用を目指す
国際研修促進セミナーのご案内

　改正から約半年経過した外国人技能実習制度のより適切な運
用とさらなる活用を図るため、実習実施の優良事例発表や県の
支援策の紹介などを行うセミナーを開催します。
・日時：平成30年７月24日（火）

10：00～ 12：00
・場所：富山県民会館304
・対象：外国人技能実習生を受入れている又は受入れを検討

している団体及び企業など、どなたでも参加できま
す。

・内容：①実習実施企業による制度活用事例発表
②国際研修協力機構による制度運用にあたっての相
談事例とその解決法

③県による支援事業の紹介
※詳細は商工労働部労働政策課のホームページをご覧ください。
　	 　 　 　 　

■お問合せ先■
富山県 商工労働部 労働政策課 人材育成係

TEL 076-444-3260　FAX 076-444-4405

当事業の詳細は
下記URLに掲載されている
募集要項をご確認下さい

※中堅企業においては50％

富山県地域活性化雇用創造プロジェクト
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親族内
承　継

従業員
承　継

Ｍ＆Ａ
（第三者）

承継方法の検討承継方法の検討承継方法の検討

事
業
承
継
対
策
の
進
め
方

◇会社概要の把握
・現状と

将来見込み
・キャッシュフロー
・知的財産等

◇株主、親族関係の
把握

◇個人資産の概要
把握
・保有自社株式
・個人名義の

土地、建物
・個人の負債、

個人保証等

◇親族内に後継者が
いるか？

◇社内に後継者候補
がいるか？

◇後継者候補の能力・
適正は？

◇中長期の経営計画
に事業承継の時期、
具体的な対策を盛
り込んだ「事業承
継計画表」の作成
・法定相続人及び
相互の人間関係、
株式保有状況の
確認

・相続財産の特定・
相続税額の試算・
納税方法の検討

「後継者がいない」、「事業の引継ぎに不
安がある」中小企業・小規模事業者のご相
談をお受けします。

事業引継ぎは
早めの取組が必要です。

（後継者の育成には5～10年は必要）

富山県事業引継ぎ支援センター（富山県新世紀産業機構内）
☎ 076-444-5605　Fax 076-444-5646　E-mail : hikitsugi@tonio.or.jp

相談無料・秘密厳守

富山県事業引継ぎ支援センター富山県事業引継ぎ支援センター 事業承継の相談は公的支援機関へ

とやま中小企業人材育成カレッジ 自分とチームを成長させる対話力

講
座
内
容

お問い合わせ先 とやま中小企業人材育成カレッジ（富山県商工会連合会内）
TEL076-441-2716　FAX076-433-8031

■申込方法：ホームページの申込フォーム又は、
FAX・郵送にてお申し込みください。 とやま中小企業人材育成カレッジ

※詳しくは、
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理
容
中
浜
は
大
正
十
年
頃
、
富

山
市
四
方
西
岩
瀬
に
て
創
業
し
、

店
舗
移
動
を
経
て
現
在
は
四
方
神

明
町
に
て
営
業
し
て
い
る
老
舗
で

あ
る
。
前
事
業
主
夫
妻
二
名
で
経

営
し
て
お
り
、
女
性
客
に
つ
い
て

は
前
事
業
主
の
妻
が
担
当
し
て
い

た
。
現
在
の
事
業
主
中
浜
美
智
子

氏
は
前
事
業
主
の
娘
に
あ
た
り
、

東
京
で
理
容
師
と
し
て
二
十
年
近

く
勤
務
し
た
後
、
平
成
二
十
一
年

に
帰
郷
、
三
人
で
の
店
舗
経
営
を

経
て
今
年
一
月
に
事
業
承
継
し
た
。

現
在
も
家
族
三
人
で
経
営
し
て
い

る
。

理
容
師
だ
か
ら
で
き
る

シ
ェ
ー
ビ
ン
グ（
お
顔
剃
り
）

　剃
刀
を
用
い
る
「
シ
ェ
ー
ビ
ン

グ
（
お
顔
剃
り
）」
は
産
毛
や
古
い

角
質
を
取
り
除
く
こ
と
に
よ
り
、

肌
の
ト
ー
ン
が
明
る
く
な
る
、
化

粧
の
り
が
良
く
な
る
、
施
術
に
よ

る
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
が
得
ら
れ
る

な
ど
の
効
果
が
あ
り
、
結
婚
式
を

控
え
た
花
嫁
が
受
け
る
「
ブ
ラ
イ

ダ
ル
エ
ス
テ
」
と
し
て
取
り
入
れ

ら
れ
て
い
る
。

　シ
ェ
ー
ビ
ン
グ
は
習
得
が
難
し

い
技
術
で
あ
り
、
施
術
に
は
理
容

師
免
許
が
必
要
で
あ
る
。
理
容
室

で
は
消
毒
設
備
を
用
意
し
施
術
に

あ
た
っ
て
い
る
。
格
安
カ
ッ
ト
店

や
美
容
室
を
選
ぶ
男
性
客
が
増
え

る
中
、
理
容
室
の
新
規
女
性
客
の

獲
得
手
段
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い

る
。　事

業
主
は
当
初
か
ら
理
容
師
を

目
指
し
て
お
り
、
東
京
で
の
勤
務

の
際
に
女
性
へ
の
シ
ェ
ー
ビ
ン
グ

と
、
肌
や
化
粧
品
に
関
す
る
相
談

対
応
の
経
験
を
積
ん
で
き
た
。
理

容
中
浜
で
は
、
ブ
ラ
イ
ダ
ル
メ

ニ
ュ
ー
と
し
て
衣
装
の
前
撮
り
も

含
め
た
全
三
回
の
コ
ー
ス
を
導
入

し
て
お
り
、
美
容
師
等
か
ら
の
紹

介
で
初
め
て
来
店
す
る
女
性
客
が

多
い
。

店
舗
改
装
に
よ
り
女
性
客
へ
の

Ｐ
Ｒ・
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
実
現

　平
成
二
十
九
年
に
店
舗
改
装
を

実
施
。
内
装
・
外
装
に
女
性
客
に

好
感
の
高
い
フ
レ
ン
チ
テ
イ
ス
ト

を
導
入
し
た
。

　商
工
会
の
支
援
の
も
と
小
規
模

事
業
者
持
続
化
補
助
金
の
採
択
を

受
け
、
フ
ェ
イ
シ
ャ
ル
マ
ッ
サ
ー

ジ
機
の
導
入
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
配

慮
の
た
め
の
ロ
ー
ル
ス
ク
リ
ー
ン

を
設
置
し
た
。

　同
時
期
に
、
富
山
市
と
富
山
市

北
商
工
会
に
よ
る
「
二
〇
一
七
年

度
よ
い
店
づ
く
り
コ
ン
ク
ー
ル
」

に
応
募
、
最
高
賞
を
受
賞
し
た
。

内装には同一のモチーフを各所に用い統一感を演出している。

従前の内装写真を
用いたアルバム

シ
リ
ー
ズ 

ひ
か
る
技
術
か
が
や
き
企
業

シ
リ
ー
ズ 

ひ
か
る
技
術
か
が
や
き
企
業

「
事
業
承
継
」を
訪
ね
て

女
性
客
を「
お
顔
剃
り
」で
獲
得
！

　
　
　創
業
九
十
七
年
の
老
舗
理
容
院
の
挑
戦

女
性
客
を「
お
顔
剃
り
」で
獲
得
！

　
　
　創
業
九
十
七
年
の
老
舗
理
容
院
の
挑
戦

理容中浜
（富山市）

事
業
承
継
を
実
施
し
て

　前
事
業
主
で
あ
る
中
浜
岸
雄
氏

は
、
承
継
が
実
現
し
た
感
想
と
し

て
、「
肩
の
荷
が
下
り
た
。
引
き
続

き
三
人
で
事
業
を
担
っ
て
い
る
が
、

承
継
に
よ
り
小
規
模
企
業
共
済
の

給
付
金
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
」

と
語
っ
た
。

　現
代
表
は
、「
新
規
開
店
と
い
う

選
択
肢
も
あ
っ
た
が
、
三
代
目
と

し
て
の
道
を
選
ん
だ
。
講
習
な
ど

で
知
識
・
技
術
を
磨
き
、「
月
に
一

度
の
ご
褒
美
」
と
し
て
の
シ
ェ
ー

ビ
ン
グ
の
習
慣
を
持
つ
女
性
を
増

や
し
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。


